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北海道電気工事業組合 

青年部連合会 

支 部 名 釧根電気工事業協同組合 

事 業 名 電気配線改修工事奉仕作業 

報 告 者 加藤 綾 

日 時 平成２８年 ８月 ２日 

開 催 場 所 釧路市内 児童センター等１２箇所 

参 加 人 数 ３名 

 

事 業 目 的  私たち電気工事業界は、地域のご理解と支えがあり、日々の 

営業活動が出来ていることに感謝しなければなりません。そこで 

組合組織としても、日頃の感謝の気持ちを技術でお返しする場が 

必要と考え、組合員一同、未来の地域を担う子どもたちが通う施

設 

を対象に、技術で地域に貢献していくことを目的に開催致します。 

事 業 報 告 日頃の感謝の気持ちを技術でお返ししようと、市内の電気屋集 

団が児童施設を中心に配線改修工事を行いました。施設１件１件 

から不便な事、困った事を聞き出し、コンセント回路の増設や移

設 

タコ足配線の改修、スイッチ回路の改修など、計 12 施設を対象 

に作業をして参りました。作業が終わると「ありがとう」と感謝 

のしるしに、紙で作った金メダルや手紙をもらい、この仕事をし 

て居て良かったと思いました。 

 私たちは日々、技術の急速な進歩に必死で食らいつき、最新の 

技術を持ってその成果をお客様に提供することが仕事だと思いが 

ちですが、本当にそうでしょうか。お客様は照明やコンセントが 

欲しい訳ではなく、ほかの目的のために明かりや電源が欲しいの 

だと思います。そこを追求すると、もっともっとお客様に向き合 

うことが必要であり、お客様に真剣になることで今回子ども達か 

らもらった様な「ありがとう」がたくさん聞けるようになるので 

しょう。本事業もたくさんの学びを得ることができたいい事業で 

した。また来年も参加します！ 
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